












　   TAKIZAWA BAKIN, a famous Japanese novelist in the nineteenth 
century, collected a lot of Japanese books and Chinese books by buying them 
from bookstores and by getting books copied. He employed copyists who were 
samurais and doctors of the lower class.
　   He used the knowledge based on those books in writing his novels and 





































































披閲し そ なかの『赤狄聞録』二冊を、 化年中に見たけれども写しを作らなかった、他の三冊を初めて読み、おもしろく思い、いずれも写させたい、秋までに写させるので、そ まで留め置きたい、と申 出た。　
八月二十九日、馬琴は、来宅した筆工河合孫太郎に、 『赤狄聞録』二冊、料紙を渡し、九月十三日、その写しと原
本を受け取り、筆料金一朱と銭八〇文を支払った。　









冊として、 『二叟談奇』を七月四日に受け取り、九月十三日 筆工河合孫太郎へ料紙 添えて渡し、十月六 、その
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人が歓んでいるので、 『琵琶記』に、金批と題書して、紛らかして売らんとしている 嘆息のほかない 古板の本には金批の題書はない、と書き送っている。馬琴が買っ 本は、古板本であった、と考えられる　???????????
。天保三年八月七日、木村黙老から使札あって、陸謙画『水滸伝百八人像絵巻』写し一巻を











































に、 『南朝紀伝』 『読史余論』 『南朝公卿補任』に、北畠満泰とあり、 『北畠系図』 『北
















































































十一月十四日、篠斎が送った『南朝編年紀略』などが届いた。馬琴は 十六日、巻一 一冊を披閲し 十八日、筆




















































































写すこととした、まだ読んでいないのであれば そ 写しの写本を貸進する、と伝え 。　
その前、七日、木村黙老から使札あって、過日約束 『孫七天竺物語』一冊を貸された。早速に披閲し、九日、筆




















































































































（ 『得泰船筆語』 『得泰船筆録』 『得泰船筆話』 ）
。天保三年十月四日、木村黙老から使札あって、 『得泰船筆




















































































































来ない、あらいものを写させている、確かな者でなければ、奇書を写しに出せない、なかなか筆工がいなくて困っている、頼まれている写しも、はやくできない、と伝え いる 極老人という は雲磴のことである。　??????
。天保三年十一月十四日、篠斎から『桜木物語』などが届けられた。馬琴は、十八日に上冊を、十九日



















































に、 『侠客伝』に、 『南朝紀伝』 『読史余論』 『南朝公卿補任』によって、
















































の送本のなかに、 『北海異談』四冊もあった。馬琴は、恵借 感謝し この書、虚実なかばながら、当時の秘説をよく書いている、文を飾ること多いので、悉くは信じがた 、去年恩借の「北海五部の書」 、拙蔵の『北地文通』と併見すれば、遺漏ない、誤写少しずつあるので、雌黄を施して校訂 ておく、と書き送った。　



















































































































































































































六月二日 黙老が、使札をもって、 『古史通』 『古史通或問』を貸された。馬琴は、早速、 『古史通』を披閲し、三
日、校閲して雌黄を施し、四日、 問』を校閲して雌黄を施した。恵借の本も悪写本であった。両書九冊の校訂を四ツ時に卒業した。黙老のため 借用本を校訂した。　
七月二十八日、馬琴は、筆工山科宗仙から『古史通』三冊の写しと原本を受け取り、筆料金一朱を支払った。先の





















































八月十二日、終 巻九より巻十一の三冊を、十 日、巻 を抄録した。十四日、黙老からの使 預けて、借用
の五冊を返本した。十八日、黙老が 使札をもって 巻十三より巻十七の五冊を貸され、馬琴は、夜、巻十五を披閲して、誤脱多く読めないところ多いことを知り、巻十六を読みかけ 十九日、巻十 た。誤脱多くて読めなかったり、重複しているところが く 黙老が、本屋の仕入ものの悪本を買い入れた であろう、と考えた。二日、巻十三、巻十四 披閲　
十月二日夜、巻十三、巻十五を抄録し 三 、巻十三より 七 のうちの三冊を抄録し終えた。五日、清右衛























と、借用したい、と頼んだ 『塩尻』にのせてある、 『塩尻』をそちらの書賈に問い合わせてもらいたい、力 及ぶほどならば買い入れたい、高料であれば、所蔵の本 借覧したい、と申し入れた。　




















思うのであれば、まず、二十一史からはじめて、 『少微通鑑』 『宋元通鑑 『十九史略』など 読まなけ ばならない、
滝沢馬琴書籍の蒐集・抄録・借覧　㈢
173
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































し引くの 失念したので、次回の筆料 差引勘定することとした。三日、お百に、巻九 巻十六の合本四冊を清右衛門方へ届けさせ、清右衛門をもって、黙老方へ返本した。清右衛門が 七から巻二 終りまで合本二冊を黙老方から預かってきた。馬琴は、巻 七を披閲し、四日夜、巻十七 巻十八の合本一冊、水鳥の部を披閲 終えた。　
五日、馬琴は、来宅した右源二の弟に、巻十七、巻十八の合本一冊と料紙を預け、夜、巻十九、巻二十の合本一冊









天保三年七月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一七〇頁） 。
（
（）　
天保三年十月十八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二二〇頁） 。
（
（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五七頁） 。
（
5）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻九〇頁、九四頁） 。
（
（）　
天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一五八頁） 。
（
（）　
天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一六一頁） 。
（
（）　
天保三年七月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一七四頁） 。
（
（）　
天保三年十一月一日「篠斎宛覚」 （ 『馬琴 集成』第二巻二三四頁） 。
（
（0）　
天保三年七月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一七四頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月一日「篠斎宛覚」 （ 『馬琴 集成』第二巻二三四頁） 。
（
（（）　
天保八年十二月二十六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻三六六頁） 。
（
（（）　
天保九年六月二 八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第五巻四頁） 。
（
（（）　
天保三年七月二 一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一七四頁） 。
（
（5）　
天保三年十一月一日「篠斎宛覚」 （ 『馬琴 集成』第二巻二三四頁） 。
（
（（）　
天保三年七月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一七四頁） 。
（
（（）　






天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一六四頁） 。
（
（（）　
天保三年九月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二一〇頁） 。
（
（0）　
天保三年十一月二十四 河内屋茂兵衛・丁子屋平兵衛宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二三六頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二四四頁） 。
（
（（）　
天保三年十二月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二六七頁） 。
（
（（）　






天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一八四頁） 。
（
（（）　
天保三年八月二十六日「黙老宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一九〇・一九一頁） 。
（
（（）　
天保三年九月十 日「黙老宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二〇一・二〇二頁） 。
（
（（）　
天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一八〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻四六頁） 。
（
（0）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻六一・二六二頁） 。
（
（（）　
天保五年八月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二三五頁） 。
（
（（）　
天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一八〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻三九・ 四〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻四五頁～二四七頁） 。
（
（5）　
天保四年三月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻〇・ 一頁） 。
（
（（）　
天保四年七月十 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻八〇・八一頁） 。
（
（（）　










天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二四五頁～二四七頁） 。
（
（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七二頁） 。
（
（（）　
天保三年十二月 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二八八頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十五日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一九頁） 。
（
（5）　
天保四年三月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻三〇頁） 。
（
（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四五頁） 。
（
（（）　






天保五年二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一六四頁） 。
（
50）　
天保五年五月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二〇二頁～二〇四頁） 。
（
5（）　
天保五年七月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻二 九頁～二二一
（
5（）　
天保五年七月二十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻二二七・ 二八頁） 。
（
5（）　
天保五年八月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二三一頁～ 三八 ） 。
（
5（）　
天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻八三頁） 。
（
55）　
天保三年九月十六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一九九頁） 。
（
5（）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻二四〇頁） 。
（
5（）　
天保三年九月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一九 頁） 。
（
5（）　
天保六年九月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一〇九頁） 。
（
5（）　
天保三年九月十六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二〇〇頁） 。
（
（0）　











天保三年十二月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二六八頁） 。
（
（（）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻八六・八七頁） 。
（
（5）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一〇七・一〇八頁） 。
（
（（）　
天保三年九月十六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻〇〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十月二 日「河内屋茂兵衛 二二二九頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十四日「河内屋茂兵衛・丁子屋平兵衛宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二三六頁） 。
（
（（）　
天保三年九月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一九三頁） 。
（
（0）　
天保四年正月十五日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻二〇頁） 。
（
（（）　
天保四年三月十一日「桂窓宛書翰別紙添状」 （ 『馬琴 集成』第三巻五〇
（
（（）　
天保四年七月十 日「篠斎宛書翰」 『馬琴書翰集成』第三巻七七頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十 日「桂窓宛別翰」 （ 一一
（
（（）　
天保四年正月十五日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一九頁） 。
（
（5）　
天保三年十月十八日頃「篠斎宛書翰断簡 『馬琴書翰集成』第二巻二 八頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二六〇・二六一頁） 。
（
（（）　




天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二四七・二四八頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻二五九・二六〇頁） 。
（
（0）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻九〇頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻四頁） 。 琴は、貴兄恩借の 南巡録』三冊も写させてい





天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二三九頁・二四〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二四七頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十七日「篠斎宛別包添状」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二一・二二頁） 。
（
（5）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻二三九・ 四〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二四六・ 四七頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二六一頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十七日「桂窓宛別包添状」 （ 『馬琴 集成』第三巻二三頁） 。
（
（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻六〇頁） 。
（
（0）　
天保四年五月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七四頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五 篠斎 二二四三頁） 。
（
（（）　
天保三年十二月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二八八頁） 。
（
（（）　
天保四年七月十三日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七六頁、七九・八〇頁） 。
（
（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一〇四頁） 。
（
（5）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二五 ） 。
（
（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二六九頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十 日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻三頁） 。
（
（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻四八・四九頁） 。
（
（（）　
天保四年三月十一日「桂窓宛別紙添状」 （ 『馬琴 集成』第三巻四九・五〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五六頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻七七・七八頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第 巻八九頁） 。
（
（（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二六一頁） 。
（
（（（）　





天保八年四月二十二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻三一八頁） 。
（
（（（）　
天保八年十二月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻三六三頁） 。
（
（（（）　
天保九年七月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻三四頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五七頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一一五頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻五七頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一一五頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻九〇頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰別紙」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻二八六
（
（（（）　
天保四年正月十 日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻三頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻三・四頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻八 ・九〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一 四頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二七 頁） 。
（
（（（）　
天保四年正月十 日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻五頁） 。
（
（（（）　





天保十年九月二十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻一二五頁） 。
（
（（（）　




天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五頁） 、同年三月九日「桂窓宛書翰」 （同書四三頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻九〇頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七七頁） 。
（
（（（）　
天保十三年八月六日「篠斎宛書翰」 （代筆） （ 『馬琴書翰集成』第六巻三七頁） 。
（
（（（）　
天保十一年六月六日「篠斎宛書翰別紙」 （ 『馬琴 集成』第五巻一八九・一九〇頁） 。
（
（（（）　
天保十一年八月二十一日「篠斎宛書翰別紙」 （代筆） 五二 六・二〇七頁） 、天保十一年八月二十
一日「篠斎宛別包添状三」 （代筆） （同書二一一頁） 。
（
（（（）　




天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻頁 。
（
（（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻六三頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻九一頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻一一 頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一 ・一三四頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰別紙」 （ 『馬琴書 集成』第二巻二八 頁
～
二八六頁） 。宮崎道生「滝沢馬琴の蒐集校
訂本『白石叢書』 」 （一九八五年三月国学院大学『大学院紀要─文学研究科─』第十 集 に、入手・校訂・愛蔵・貸出・売却について述べる。
（
（（（）　
天保四年四月九日「河内屋茂兵衛宛覚」 （ 『馬琴 集成』第三巻五三頁） 。
（
（（（）　





天保四年三月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻三一頁） 。
（
（（（）　
天保四年三月十一日「桂窓宛書翰別紙添状」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七七頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一〇六頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一 一頁） 。
（
（（（）　
天保五年五月二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一九六頁） 。
（
（（（）　






天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻九〇・九 頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七 ・七 頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻八六・八七頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一一四・一一五頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻八九・九〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻八九頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一一五頁） 。日記、書翰に『湘山移星集』とする。 『湘山星
移集』の誤記か。十月十二日の日記には、 『湘山星移集』とみえる。 『曲亭馬琴日記』別巻索引「書物書画類」 （三一六頁）に、 『湘山移星集』は、 『湘山星移集』の誤記か、とする。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一〇・一 頁） 。
（
（（（）　
天保五年正月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一五一頁） 。
（
（（（）　
天保七年十月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二一一頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻一一 頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一〇六頁） 。
（
（（（）　





天保六年三月二十八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻五一頁） 。
（
（（（）　
天保五年八月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二三四頁） 。
（
（（（）　
文政元年二月三十日「牧之宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第一巻三〇・三一頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十二日「篠斎・桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一 七・一三八頁） 。なお、朝倉瑠嶺子「馬琴と
水戸学─告志篇をめぐって─」 （ 『読本研究』第十輯下套一九九六年十一月）に、 「馬琴の入手─関忠蔵について」 「日記に見る『告志篇』 」 「馬琴周辺と『告志篇』 」と題して、 『告志篇』の入手、馬琴日記の記事、関忠蔵、黙老、桂窓について述べている。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一三四頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十二日「篠斎・桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一四三頁） 。
（
（（（）　
天保五年二月十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一七六頁） 。
（
（（（）　
天保七年正月六日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻一二八頁） 。
（
（（（）　
天保七年二月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一五一頁） 。
（
（（（）　
天保七年三月二十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻一五六頁） 。
（
（（（）　
天保九年六月二十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻二三・二四頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻五六頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一三〇頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第三巻一三三
（
（（（）　
天保五年二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一六一頁） 。
（
（（（）　
天保四年十二月 日「篠斎・ 四 頁） 。
（
（（（）　
天保五年十一月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二五〇頁） 。
（
（（（）　
天保六年十二月四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一二 頁） 。
（
（（（）　
天保七年二月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一五二頁） 。
（
（（（）　















天保五年八月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二三二頁） 。
　
訂正
　
第一一五集五頁
五行目
　
K
now
loge →
K
now
ledge
六行目
　
K
now
lege →
K
now
ledge
　　　　
第一一六集
　
一二一頁九行目
桂窓書翰→桂窓宛書翰　　　
同集
　　　　
一二五頁六行目
五十二、→五十二回、　　　
同集
　　　
一二五頁一一・一二行目
「水滸伝国字評」→「水滸後伝国字評」「水滸伝発揮」→「水滸伝発揮略評」（日記には、 「水滸伝国字評」 「水滸伝発揮」とする）　　　　
同集
　　　　
一三三頁一三行目
間に→問に追補
　
第一一六集
　
一二五頁一二行目
　
一編を稿し、二十日→一編を稿し、十九日、唐紙（画仙紙）一枚に「水滸伝発揮略評」を、二十日
200
高牧　實
第一一六集
　
注（
（0）に追補
　　
篠斎へ贈った馬琴自筆の「水滸伝発揮略評」 「水滸後伝国字評第六則」が、天理ギャラリー第一四二回展
　
開館八〇周年記念
特別展（二〇一一年）に展示された。
